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訪問、②病気治療、③商売、④民族の伝統的祭やイベントに参加するこ の四つが明記されている。ただし、通行証を所持する国境民であっても国境地域以外 中 地域に赴く場合、 パスポー とビザが必要 。
東興や河口の国境出入国管理所を往来す
るヒトのなかでパスポートを提示するヒトは少ない。多くは中国人であれベ ナム人であれ、通行証だけ 出入国手続きを数秒で終えていく。ヒトの移動を後押しする出入国管理に加え、通関手続きも小口荷物についてはほぼフリーパスで往来が可能だ。辺境貿易では国境ゲ トや付近の道路整備やトラック・ターミナル、辺境貿易専用道といったハード・イン ラ整備が重要となる。一方、辺境貿易制度や辺境貿易 担い手たちの往来手続きを簡素化する ど、商業を支えるソフ ・インフラもまた 国境地域の交易を推進する重要なインフラとなっている。
一次産品が中心であり、輸入は石油製品、鉄鋼、機械・設備などである。中越貿易ではベトナムの一次産品輸出、工業製品輸入という傾向が顕著であり、中国ＡＳＥＡＮ自由貿易協定の実行で、 越貿易インバランスはさらに悪化することが懸念される。●辺境貿易の仕組み
一九九二年、中国国務院は雲南省河口、
























（鎮は日本の行政単位では 「村」 に相当する）は雲南省の省都、昆明市から四六九キロに位置し、紅河自治州河口県に属する。河口県は人口一〇万 の行政区で市街区の河口鎮は南渓河が紅河に合流する地点に築かれ、これら二つの河川の対岸はベトナ
速道路が開通し、南寧とハノイは陸路輸送で約五時間の走行が可能になった。
友誼関を通過する貿易貨物は、それぞれ























カメラ、時計、化粧品などの偽ブランド商品、そして未検疫の家禽類、爆竹、肥料、衣類、偽造ポリマー札（ベトナム通貨） 、タバコ、中古家電や中古自動車部品などであった。また ベトナムから中国へ密輸されたものは 石炭、鉄鉱石 ガソリン 軽油、コメのほか、ヘロインなど 禁制品や人身売買事件に関する記事もあった。国境往来の規制緩和は経済交流の活性化に不可欠な要素である一方、様々な社会問題の発生を引き起こしかねないといっ 負の側面も持っている。
中越経済の緊密化は両国の政治的な雪解








国境事務所の建物、物流センター、そして国境隣接都市の町並みなど、インフラ整備力と経済力の両国差を改めて思い知ることになる。どこをみても中国の開発力が規模とスピードでベトナムを圧倒し 国 住民の生活も中国側が物質的な豊かさを享受している。国境を共有する二国間 経済格差は国境経済圏 おいて、より鮮明な印象放っているのだ。
通行証によるヒトの往来はベトナム人の

























三五〇万人に達し、雲南省全体の二九％を占める。また、貨物輸送では一八九万トンと同省陸路貿易貨物の五四 ・七％がこのゲートを利用しており、ミャンマーと 国境ゲートである瑞麗と並んで大きな交易路となっている。また、辺民互市貿易は中国製の自転車や肥料、日用品、玩具などを載せた自転車やリアカーが辺境貿易出境地点に長蛇の列をつくっていた。荷役は皆ベトナム人で、一日二往復以上するという もいた。
開通に向け最終段階にあっ
た 昆 明 － 河 口 高 速 道 路。
2008年7月時点
ラオカイ側からみた中国河口
